
を服用される
患者さんとご家族の方へ



このお薬は、免疫細胞に働きかけ、免疫機能を調整することで、
皮膚エリテマトーデスならびに全身性エリテマトーデスの症状を緩和するお薬です。

先発医薬品と原薬、添加物および製法等が同一の
オーソライズド・ジェネリック（AG※）医薬品です。

を服用される患者さんとご家族の方へ

次のような方は注意が必要な場合があります。必ず担当の医師や薬剤師に伝えてください。
●過去に薬を服用して、かゆみ、発疹などのアレルギー症状がでたことのある方
●網膜症（ただし、全身性エリテマトーデスに関連する網膜症を除く）あるいは黄斑症
またはこれらの病気にかかったことがある方
●妊娠、妊娠している可能性がある、または授乳中である方
●他にお薬を服用している方

ヒドロキシクロロキン硫酸塩錠200mg「DSEP」を服用される前に
＊錠剤は実物大です。

ヒドロキシクロロキン硫酸塩錠200mg「DSEP」

表 裏 側面

●２回分を一度に飲まないでください。飲み忘れた場合は、気がついた時にできるだけ
早く1回分を飲んでください。ただし、次の服用時間が迫っている場合は1回とばし、
次の通常の服用時間に1回分を服用します。1錠と2錠を1日おきに服用されている方が
次に服用する際は、服用し忘れた日の分を服用してください。

●誤って多く飲んだ場合は、すぐに医師または薬剤師に相談してください。

服用方法について

（裏面も必ずお読みください）

『許諾を受けたジェネリック医薬品』という意味です。
先発医薬品メーカーから許可を得て製造した、原薬、添加物および製法等が先発医薬品
と同一のジェネリック医薬品です。

※オーソライズド・ジェネリック（AG）とは？

必ず医師または薬剤師の指示どおりに服用してください。
●医師に指示された用量を、1日1回
食後に服用します。1日の服用量は
患者さんによって異なります。
●コップ1杯程度の水またはぬるま湯
と一緒に服用してください。
●ご自身の判断で、服用する量や回数
を変更しないでください。
●医師または薬剤師の指示なしに、
途中で服用するのを止めないでくだ
さい。



連絡先（医療機関名）

まれに次のような症状があらわれる可能性があります。このような場合は、使用をやめて
すぐに医師の診療を受けてください。
■霧視、色覚障害、視野狭窄 ［網膜症、黄斑症、黄斑変性］
■水疱、皮疹、皮膚潰瘍 ［中毒性表皮壊死融解症、皮膚粘膜眼症候群、多形紅斑、紅皮症（剥脱性
皮膚炎）、薬剤性過敏症症候群、急性汎発性発疹性膿疱症、急性熱性好中球性皮膚症］

■発熱、寒気、感染症 ［骨髄抑制（血小板減少症、無顆粒球症、白血球減少症、再生不良性貧血）］
■筋力低下、倦怠感 ［ミオパチー、ニューロミオパチー］
■脱力感、高度の空腹感、発汗 ［低血糖］
■疲れやすい、吐き気、食欲不振 ［肝機能障害］

服用中に注意していただきたいこと

上記以外にも気になる症状があらわれた場合は、医師または薬剤師に相談してください。

次のような症状がみられましたら、すぐに医師または薬剤師に
相談してください。

●眼障害があらわれることがあるので、早期発見のため、このお薬
を長期間使用する場合は、少なくとも年に1回は眼科検査を受け
るようにしましょう。
●長期間使用する場合には、定期的に骨格筋検査、腱反射検査や
血液検査が必要になります。脱力の症状があらわれた場合には、
使用を中止し受診してください。

定期検査について

●視覚異常や低血糖がおこることがあるため、自動車の運転など危険を伴う機械の操作
や高所での作業などには注意してください。
●低血糖の症状がみられた時は、まず糖分（ブドウ糖、砂糖を含む食品）を補給しましょう。
それでも症状が改善しない場合は、すぐに医師または薬剤師に連絡してください。
●このお薬は、胎児に影響を及ぼす可能性があります。妊娠する可能性のある方は避妊
することが望ましいです。

生活上の注意

眼障害（視力の低下、視野が狭くなる、視野の中に見えない
部分がある、物がゆがんで見える、視野の中心が暗くなる、色が
見分けにくい）や下痢の症状があらわれることがあります。
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